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《人ロの動き》

3月1日現在

甜98鋤霞腓堪
　　　　　　　　遡朋

男3，I　lO（十2）女3，136（一2）計6，246（±O）

出生7　死亡3　転入6　転出10

世帯数1，713（一2）
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　　／、　　積雪量グラフ（m）

　　　　　　￥／　＼乞159年4

　　　　＼＼
　　　　　＼　本年3　　」　　　　　　＼
　＼し、　　　これからの＼積

　　　　　＿．一、、、軸一＼一消雪予測　　＼雪
　　　ヤ　　　　　　　ヤ量　　プ、’・、、＼　　　　＼
　　平年　　＼・2
　　　　　・、＼　　　＼
　　　　　ヤ　　　

ヤ

　　　　　　＼、＼　　　＼
　　　　　　ヤヘ　ヤ　　　　　　　・、＼　　＼1
　　　　　　　＼￥　　＼　　　　　　　　＼、＼　　＼
　　　　　　　　ヤヤヤ　　　　　　　　　＼　　　　＼　　　　苗代用地の早期消雪を図り
　1　10　20　31　10　20　30　10　20　31（月日）適期田植えができるように

　　　3月　　　　4月　　　　5月　　　　　　努力しましょう。

圃目標とする田植時期・播種時期

苗代用式 田　植時期 播種　時期
稚苗 5／10～5／20 4／17～4／30
中苗 5／15～5／25 4／15～4／25
成苗 5／20～5／30 4　／15～4　／25

4／10を目標に、苗代

予定地の消雪に努めま

しょう。

團適期播種のためには、約3週間の消雪促進が必要です。

　　　次のような方法で消雪を促進しましょう。

　ア．融雪促進剤散布

　　散布量と効果
融雪促進剤 10アール当り散布量 融雪促進日数

土 250～300kg 5～12日

灰 50 5～12
畦　　カ　　ル 100～150 2～7
ニカブラック 30～50 5～14
日　　　　鉄 60～150 5～14

イ。溝堀り・畦立て……空気からの熱伝達によって融雪促進

ウ。散　水……濯慨水のかけ流し、井戸水の散水などにより融雪促進

工．機械除雪……機械力により雪を除去する。



若
月
君
（
千
年
出
身
）
が
初
V

　
三
月
八
日
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

大
会
が
岩
手
県
雫
石
ス
キ
ー
場
で
男

女
の
滑
行
が
行
わ
れ
、
昨
年
近
畿
大

学
を
卒
業
し
た
若
月
等
君
（
千
年
出

身
）
が
会
心
の
滑
り
を
見
せ
二
位
に

0
・
0
4
秒
差
を
つ
け
ビ
ッ
グ
タ
イ
ト

ル
を
手
中
に
し
た
。

311””II””Il””llこうほう・まつだい（3月号）

．ズ㌔
・●●．鴫一

気ノ

甑

難
蜘
難
翻
滋
秘
・
疲
覇’

｝
苛
爵
語
ヂ
憂
、
誤
蝕
卍
ン
塾
津
・
監
薯
く
．
｝
・
く
呪
瓢
1

嘱
藤

松
代
町
松
代

　
　
　
富
沢
エ
ヨ
子

　
広
い
体
育
館
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
を
ト
ン
ト
ン
と
走
っ
て
い
る
。
ど

っ
か
の
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、
「
か
あ
ち
ゃ

ん
ど
う
し
て
走
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
か
？
」
と
マ
イ
ク
を
向
け
ら
れ
た

ら
ま
ず
「
走
っ
て
い
ろ
ん
な
事
を
忘

れ
、
自
分
の
健
康
と
体
力
つ
く
り
・

疲
労
回
復
が
出
来
る
」
と
答
え
た
い
・

O
O
才
の
誕
生
日
、
体
育
館
に
行
き

　
「
走
ら
せ
て
下
さ
い
一
と
受
付
し
た

ら
、
二
階
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に

案
内
さ
れ
、
一
周
百
八
十
米
と
標
示

さ
れ
て
あ
っ
た
。
機
械
（
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
）
の
取
り
扱
い
と
、
腰

痛
体
操
を
職
員
か
ら
教
え
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
元
気
ず
い
て
毎
日
走
ろ

う
と
そ
の
時
は
思
っ
た
。
二
十
分
走

り
、
十
分
機
械
を
使
用
し
よ
う
と
決

心
し
た
。
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
実
行
さ
れ
な
い
け
れ
ど
自
分

な
り
に
難
め
て
い
ま
す
。
走
り
始
め

て
五
ヶ
月
、
最
初
は
松
代
か
ら
新
潟

ま
で
走
れ
る
か
、
途
中
で
ダ
ウ
ン
す

る
と
は
ず
か
し
い
な
ど
と
心
配
し
な

が
ら
さ
わ
や
か
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
三
月
の
初
め
「
か
あ
ち

ゃ
ん
後
十
二
㎞
で
新
潟
に
ゴ
ー
ル
す

る
ぜ
」
と
言
わ
れ
、
「
マ
ー
ア
ー
も
う

で
す
か
」
と
自
分
な
が
ら
び
っ
く
り

し
た
。
走
り
始
め
て
二
ヶ
月
位
い
で

足
が
と
て
も
楽
く
に
な
り
、
始
め
は
、

ぜ
ん
ぜ
ん
出
来
な
か
っ
た
機
械
を
使

っ
て
の
腰
痛
体
操
も
楽
く
に
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

　
走
っ
て
汗
を
か
き
、
全
身
を
動
が

し
て
の
汗
、
着
替
え
た
時
の
身
体
の

軽
さ
、
気
持
よ
さ
は
最
高
の
気
分
で

す
。
ま
た
運
動
の
汗
は
働
い
た
汗
と

ど
っ
か
違
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
時
間
を
作
れ
る
方
は
是

非
一
度
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

家
庭
で
の
腕
回
し
、
ア
キ
レ
ス
ケ
ン

伸
し
、
深
呼
吸
な
ど
少
し
の
運
動
で

も
や
り
に
く
い
も
の
で
す
が
、
体
育

館
で
す
と
、
不
思
議
に
の
び
の
び
と

大
手
を
振
っ
て
や
れ
る
気
分
に
な
れ

る
場
所
で
す
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
一
角
か
ら

高
校
生
が
青
春
と
社
会
人
に
な
る
為

の
教
育
を
受
け
て
い
る
姿
を
見
て
、

次
の
角
か
ら
は
、
小
荒
戸
部
落
を
囲

む
山
波
に
な
だ
れ
が
つ
い
た
。
春
の

知
ら
せ
か
な
ー
。
北
越
北
線
の
ト
ン

ネ
ル
掘
り
を
待
っ
て
い
る
山
。
次
の

角
で
は
太
平
の
ミ
ツ
友
シ
ル
ク
工
場

な
ど
、
太
平
や
菅
刈
の
山
々
そ
の
奥

に
は
私
の
生
れ
育
っ
た
部
落
が
あ
り
、

も
う
少
し
低
け
れ
ば
な
つ
か
し
い
郷

里
が
毎
日
見
ら
れ
る
の
に
な
あ
ー
と

考
え
な
が
ら
走
れ
る
気
持
に
な
っ
た

今
日
こ
の
頃
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ

　
　
　
り
ま
す
。

　
お
手
持
ち
の
保

険
証
を
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
今
年
は
二
年
に

一
度
の
国
民
健
康

保
険
証
更
新
の
年

に
当
た
り
「
う
す

水
色
」
に
変
わ
り

ま
す
。

　
い
ま
ま
で
の
「
は
だ
色
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
保
険

証
は
三
月
末
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

▽
退
職
者
保
険
証
も
、
う
す
水
色
の

「
⑱
」
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険

者
証
に
変
わ
り
ま
す
の
で
一
緒
に
引

き
換
え
に
な
り
ま
す
。

▽
新
し
い
保
険
証
は
、
各
区
長
さ
ん
、

（
ε
。

（
3

票
完
正

1
ー
β
善
．
9

を
と
お
し
て
、
各
世
帯
に
と
ど
け
ま

す
。▽

㊥
（
㈱
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
も
、
三
月
末
で
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
今
後
引
続
き
㊥
（
㊥
の
被
保

険
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は

新
た
に
役
場
国
保
係
で
申
請
し
て
下

さ
い
。
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去
る
三
月
一
日
、
九
十
八
名
の
若

者
が
松
代
高
校
を
巣
立
っ
て
行
き
ま

し
た
。
丙
午
の
学
年
、
新
教
育
課
程

最
初
の
学
年
と
し
て
、
進
学
、
就
職

と
も
に
困
難
が
予
想
さ
れ
た
の
で
す

が
、
予
想
し
た
よ
り
は
波
瀾
も
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
で
行
き
ま
し

た
。

①
進
学

◎
大
学
・
短
大

　
現
・
浪
合
わ
せ
て
、
約
三
十
名
が

受
験
し
ま
し
た
。
三
月
十
八
日
現
在

で
、
浪
人
は
全
員
が
合
格
を
決
め
、

よ
く
健
闘
し
た
の
に
対
し
、
現
役
の

合
格
率
は
五
十
一
％
台
で
し
た
。
ス

タ
ー
ト
の
遅
い
現
役
に
比
べ
、
や
は

り
浪
人
有
利
で
す
。
特
に
、
私
立
大

学
で
は
、
現
役
は
、
完
全
に
浪
人
に

水
を
あ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
倍
率
、

難
易
度
で
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
”
私

高
国
低
”
の
傾
向
は
、
松
代
高
校
で

も
例
外
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

〈
合
格
大
学
〉

　
新
潟
大
学
二
名
、
山
形
大
学
二
名
、

早
稲
田
大
学
、
法
政
大
学
、
立
教
大

学
、
近
畿
大
学
、
神
奈
川
大
学
、
専

修
大
学
、
東
海
大
学
、
新
潟
薬
科
大

学
、
駒
沢
大
学
、
立
正
大
学
、
大
東

文
化
大
学
、
中
央
大
学
、
帝
京
大
学
、

文
教
大
学
、
関
東
学
院
大
学
、
国
士

館
大
学
、
玉
川
学
園
女
子
短
大
、
東

洋
女
子
短
大
、
新
潟
大
学
医
療
技
術

短
大
、

◎
専
修
学
校
、
専
門
学
校

　
最
近
流
行
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関

係
へ
の
進
学
が
増
え
て
い
ま
す
。

即
戦
力
と
し
て
企
業
か
ら
の
期
待
も

大
き
い
専
修
、
専
門
学
校
で
す
が
、

実
際
は
、
そ
の
内
容
も
さ
ま
ざ
ま
あ

る
よ
う
で
す
。
中
途
退
学
者
が
多
数

で
る
こ
と
や
、
そ
の
実
態
な
ど
、
マ

ス
コ
ミ
で
も
た
び
た
び
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で

す
。
し
っ
か
り
と
し
た
目
的
を
持
ち

や
る
気
の
あ
る
生
徒
を
送
り
出
す
こ

と
を
、
私
達
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

〈
合
格
専
修
、
専
門
学
校
〉

　
北
里
大
学
附
属
北
里
保
健
衛
生
専

門
学
校
、
関
東
労
災
看
護
専
門
学
校
、

国
立
相
模
原
病
院
附
属
看
護
学
校
、

高
田
中
央
病
院
附
属
看
護
学
校
、
ワ

タ
ナ
ベ
学
園
社
会
体
育
専
門
学
校
、

東
京
会
計
専
門
学
校
、
中
央
工
学
校
、

上
智
保
育
専
門
学
校
、
日
本
専
門
学

院
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
、
日
本

電
子
専
門
学
院
、
東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー

学
院
、
誠
心
調
理
師
専
門
学
校
、
日

本
自
動
車
整
備
専
門
学
校
、
窪
田
理

美
容
専
門
学
校
、

②
就
職

◎
公
務
員

　
延
三
十
二
名
が
受
験
し
ま
し
た
が
、

合
格
率
は
わ
ず
か
、
三
十
一
％
で
し

た
。
近
年
の
社
会
状
態
を
見
て
も
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
警
視
庁
四
名
、
国
家
公
務
員
初
級

一
名
、
地
方
公
務
員
一
名
、
郵
政
一

名
、
自
衛
隊
三
名
、

◎
民
間
企
業

　
厳
し
い
と
言
う
前
評
判
ど
お
り
、

求
人
企
業
数
も
前
年
度
を
百
社
程
度

下
回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
師
、

生
徒
と
も
、
気
を
引
き
し
め
て
、
就

職
活
動
に
あ
た
っ
た
の
が
功
を
奏
し

て
か
、
予
想
以
上
の
好
結
果
で
し
た
。

こ
こ
数
年
、
県
内
に
弱
電
関
係
の
企

業
が
誘
致
さ
れ
、
県
も
、
県
内
で
の

就
職
を
促
し
て
い
ま
す
が
、
松
代
に

お
い
て
は
、
交
通
手
段
一
つ
考
え
て

◎就職地域
　　　　（含、公務員）

も
、
地
元
就
職
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

現
実
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

中
で
八
名
の
生
徒
が
松
代
、
十
日
町
、

上
越
周
辺
に
就
職
を
決
め
て
く
れ
た

こ
と
は
、
一
条
の
光
明
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

男 女 計

県　　　内 3 6 9

県
　
　
　
外

関東 24 22 46

岐阜 O 2 2

石川 O 1 1

計 27 31 58

◎民間業種
男 女 計

専門・事務 2 10 12

サー　ビス
販　　　　売

13 7 20

製　　　造 7 12 19

計 22 29 51

新
春
囲
碁
大
会
開
催
さ
れ
る

　
豪
雪
の
た
め
延
々
に
な
っ
て
い
た

新
春
囲
碁
大
会
が
三
月
十
日
㈲
総
合

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
二
十
名
の
棋
士

が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
た
。

　
大
会
は
段
級
位
別
に
四
ブ
ロ
ッ
ク

に
別
れ
て
の
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
め
ざ

し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
A
ブ
ロ
ツ
ク

一
位
　
村
山
悦
夫
（
松
代
中
学
校
）

二
位
　
横
尾
好
和
（
峠
）

三
位
　
関
谷
光
夫
（
松
代
）

位位位位位位位位位
B
ブ
ロ
ツ
ク

　
丸
山
恵
一
（
蒲
生
）

　
高
橋
幸
平
（
室
野
）

柳
　
一
郎
（
松
代
）

C
ブ
ロ
ツ
ク

　
樋
口
昭
一
（
松
代
）

　
斉
木
賢
秀
（
室
野
）

　
高
橋
秀
夫
（
松
代
）

D
ブ
ロ
ツ
ク

　
佐
藤
達
夫
（
室
野
）

　
植
木
直
栄
（
松
代
）

　
柳
藤
十
郎
（
松
代
）
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長の一年通がと総
　
選
挙
の
種
類

選
挙
　
衆
議
院
議
員
の
選
挙
の
こ

で
任
期
満
了
、
解
散
に
よ
る
選
挙

あ
り
ま
す
。

常
選
挙
　
参
議
院
議
員
選
挙
で
三

毎
に
半
数
を
改
選
し
ま
す
。

般
選
挙
　
地
方
公
共
団
体
の
議
員

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
。

の
選
挙
　
地
方
公
共
団
体
の
長
（
任

期
四
年
）
に
つ
い
て
は
、
任
期
満
了

の
ほ
か
、
直
接
請
求
に
よ
る
解
職
、

退
職
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。補

欠
選
挙
　
当
選
人
が
議
員
の
資
格

を
取
得
の
後
死
亡
、
退
職
に
よ
っ
て

欠
け
た
場
合
に
欠
員
を
補
充
す
る
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
町
村
の
議
会
議
員
の
場
合
で
は
、

欠
員
が
定
数
の
六
分
の
一
を
超
え
た

時
ま
た
は
、
六
分
の
一
以
下
で
も
長

の
選
挙
が
あ
る
場
合
に
は
同
時
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
設
置
選
挙
、
再
選
挙
、

「みんな知ってる？二の重さ…』

　　一明るい選挙一　　　　／／

　　　　　　　　　　　／

　
町
役
場
へ
の
転
居
届
も
す
ま
せ

た
。
郵
便
局
の
方
の
手
続
き
も
終

っ
た
。

　
だ
が
「
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と

を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
一

あ
な
た
と
行
動
を
共
に
す
る
”
愛

車
”
の
「
変
更
登
録
」
で
す
。
（
申

請
先
は
陸
運
事
務
所
長
岡
支
所
）

も
う
一
つ
の

忘
れ
も
の

剛
役
場
へ
の
転
居
届
も
す
ま
せ

郵
便
局
の
方
の
手
続
き
も
終

五
九
年
四
月
一
日
以
降
転
居
、
結

婚
等
で
住
所
を
移
さ
れ
た
方
で
、

「
変
更
登
録
」
の
済
ん
で
い
な
い

方
（
軽
自
動
車
の
方
は
除
く
）
は

と
り
あ
え
ず
、
車
の
「
登
録
番
号
」

と
「
新
住
所
」
を
郵
便
ハ
ガ
キ
か

電
話
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
連
絡
先

　
　
上
越
市
本
町
五
番
六
号

　
　
　
上
越
財
務
事
務
所
収
税
課

　
胴
〇
二
五
五
（
二
五
）
二
二
一
一

　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
四
〇
）

増
員
選
挙
等
が
あ
り
ま
す
。

家庭内暴力

⑩

　家庭内暴力児に共通する性格面でのいくつかの特徴は、知識

的な発達に比べて、精神面での発達が極端におくれている

ひとことで言えば、年齢のわりに幼児性が強いことです。

　具体的に言いますと、わがままで自己主張が強く、物の見方

に幅がない、自分のことについては敏感だが他人に対しては鈍

感で思いやりがない、しっと深い　　などです。

　また、いわゆる“他罰的な傾向”が強いことも家庭内暴力児

の特徴です。「うまくいかなかった原因は相手にあり、自分はい

つの場合も悪くない。自分がダメになったのは親のせいで、あ

れもしてくれない、これもしてくれない」　　と被害者意識が

強いのが目につきます。

■物を買い与えるのは不満の解消にはならない

　こうした被害者意識は、いつまでも過去へのこだわりとなっ

て心の中に残ります。「ボクが十歳のときはこうだったのに、い

ま弟にはこんなにしてやっている。ズルイ！　きたネェー！」

　こうした過去への不満が、小学生の高学年になると少しずっ

表面化してきます。しかし、この時期は、まだ親が力で抑えら

れますし、また、物を買ってやることなどでその場はしのげま

す。決して不満は“解消”したわけではないのですが　　。

　ところが、中学生ともなりますと、事情が違ってきます。受

験問題、友達関係、親子関係などの悩みが複雑にからみ合って

くると、自己コントロールが効かなくなることがあります。そ

んなとき、例えば母親がテストで良い点をとってきた弟をほめ

たりしますと、兄の不満が一挙に爆発することがあります。

　「じゃあ、オレは頭がワルイのか」などと口走って、手近に

あったコップなどを投げつけたりします。　「ガチャーン！」。

母親は「何するの！」と言いながらも、胸ぐらなどをつかまれ

ると恐怖感が先に立ち「キャー！」と叫んで外に飛び出す　　。

　その姿を見て子供は「口ばっかりで、いざとなると大したこ

とないじゃないか」　　これが家庭内暴力につながっていくの

です。

■親は暴力におびえず、開き直る

　子供の暴力をエスカレートさせないようにするには、親は暴

力に対する恐怖感を乗り越え、開き直ることです。おびえて騒

いだり、何でも買い与えたりすると、ますます暴力を誘うこと

になります。き然とした態度で接してください。

　また、家庭内暴力を起こす家庭の特徴としてよく言われるの

は、次のようなことです。母親は口うるさく神経質で極端に世

間体を気にし、父親は家庭での権威がなく、気が弱くて厳しさ

やけじめに欠ける　　。

家庭内暴力は、夫婦の関係、親子関係など家族のきずながほ

ころびたところに”芽”を出します。家族内の問題点が極端な形

で表れる、家族の在り方に警告を発している　　それが、子供

から親に向けられる暴力、つまり家庭内暴力であることを、い

ま一度よく考えてみたいものです。
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〔
鍵
鞍
鞭
鑛
雑
繍

大
越
忠
製
作
所
新
潟
工
場

　
春
の
息
吹
が
日
毎
に
感
じ
ら
れ
る

三
月
＝
二
日
、
室
野
部
落
峠
寄
り
の

外
れ
に
あ
る
大
越
忠
製
作
所
新
潟
工

場
を
訪
ね
た
。

　
端
午
の
節
句
に
つ
き
も
の
の
五
月

人
形
の
製
作
を
や
っ
て
お
り
、
階
下

は
製
品
と
原
材
料
の
山
で
、
二
階
が

仕
事
場
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
茶
の

間
で
工
場
長
さ
ん
か
ら
話
を
伺
う
。

　
ど
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
始
め
ら
れ

墾麟
響
噸

た
の
で
す
か
．

　
こ
の
工
場
の
本
社
は
埼
玉
県
に
あ

り
、
私
は
以
前
九
年
ば
か
り
そ
こ
へ

出
稼
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後

都
合
に
よ
り
家
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

こ
ち
ら
で
や
っ
て
み
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
内
職
か
ら
始
め
た
の
が
昭
和

三
十
八
年
で
す
。

　
そ
の
後
本
社
社
長
さ
ん
の
は
か
ら

い
で
製
品
ま
で
を
一
貫
製
作
す
る
よ

う
に
な
り
、
今
の
所
へ
移
っ
た
の
が

昭
和
四
十
八
年
で
す
。

　
家
庭
内
職
に
つ
い
て
は
こ
こ
が
草

分
け
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。

　
そ
う
で
す
ね
。
内
職
に
つ
い
て
は

三
十
八
年
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
で
は
奴
奈
川
地
区
中
心
に
約
百
軒

く
ら
い
に
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
従
業
員
の
方
は
何
人
く
ら
い
で
す

か
。　

農
業
を
や
ら
れ
て
い
る
方
が
多
ぐ
、

夏
場
は
組
立
の
前
の
段
階
の
下
ご
し

ら
え
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
お
り
ま

す
が
、
冬
場
に
な
る
と
現
在
七
人
で

こ
の
組
立
作
業
を
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

　
階
下
の
方
に
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

等
あ
り
ま
し
た
が
、
勤
務
時
間
と
仕

事
の
内
容
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
勤
務
時
間
は
八
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
日
曜
日
が
休

縣
　
羅

轟

寡

み
で
す
。
手
先
の
仕
事
が
主
で
、
金

具
を
止
め
た
り
す
る
作
業
で
す
。
一

冬
で
は
、
四
〇
〇
〇
体
近
い
製
品
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
に
苦
労
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

　
祝
い
物
、
カ
ザ
リ
物
と
い
う
こ
と

で
製
品
に
は
気
を
使
い
、
又
、
当
初

は
冬
場
の
交
通
事
情
が
悪
く
製
品
、

材
料
の
搬
出
入
に
は
背
中
に
た
よ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

議
雛
灘

輸
送
に
は
大
変
気
を
つ
か
っ
て
い
ま

す
。　

大
体
三
月
い
っ
ぱ
い
を
目
安
に
今

年
の
節
句
に
向
け
て
の
武
者
人
形
作

り
に
は
り
き
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
製
品
は
一

端
本
社
へ
輸
送
し
、
問
屋
さ
ん
か
ら

デ
パ
ー
ト
等
へ
出
ま
わ
る
そ
う
で
す
。

製
品
の
銘
は
「
忠
保
作
」
と
い
う
の

だ
そ
う
で
す
．
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安
全
運
転

磁
シ
リ
ー
ズ
⑳
皿

争
噸
…
4
｛
－
‘
一
＝
4
｛
弓
｛
－
一
一
マ
ー
…
4
｛
－
一
一
｝
一
4
も

　
長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告

げ
、
春
の
息
吹
を
感
じ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。
車
の
交
通
量
が

大
幅
に
増
加
す
る
た
め
、
交
通

事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
4
月
6
日
～
旧
日
ま
で
の
円

日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
4
月
に

な
る
と
新
入
学
、
新
入
園
の
か

わ
い
い
子
供
達
の
姿
が
目
に
映

り
ま
す
。
こ
の
か
わ
い
い
子
供

達
を
交
通
事
故
の
犠
牲
に
し
な

い
よ
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、

十
分
注
意
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握

っ
て
下
さ
い
。

渓．馨驚

　
　
　
　
　
ケ
ふ
う

逢誕
二
ん
捨
葱

　
駐
停
車
し
て
い
る
車
の
陰
か
ら
の

横
断
は
、
歩
行
者
も
車
や
道
路
の
様

子
が
見
と
お
せ
ず
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

ら
も
見
え
な
い
と
い
う
”
落
し
穴
”

が
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
釦

♂
－
．

覆
　♂クくぺ

驚
”

　
二
輪
車
に
は
、
対
向
右
折
車
が
、

大
型
車
の
陰
に
な
っ
て
見
え
な
い
と

い
う
”
落
し
穴
”
が
あ
り
、
車
の
方

も
大
型
車
の
後
か
ら
来
て
き
る
二
輪

車
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
釦

「

グ’測

　
住
宅
地
な
ど
の
比
較
的
交
通
量
の

少
な
い
交
差
点
で
は
、
つ
い
安
全
確

認
を
怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
信
号

機
の
な
い
小
規
模
は
交
差
点
な
ど
は

特
に
そ
う
で
出
合
頭
の
事
故
が
多
発

し
や
す
い
”
落
し
穴
”
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
釦

／云’　　F　　　　　！　　　　F　　　聖，艦　　’9　　　　　』　　　　・　　1　　　も

　ら

　　ノノ
　／！
謡

　　　’

！ノ，・

　
郊
外
の
、
交
差
点
な
ど
が
少
な
い

道
路
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ぼ
け
や
、
漫

然
運
転
に
陥
り
や
す
い
も
の
で
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー
で
の
路
外
逸

脱
、
漫
然
運
転
で
の
正
面
衝
突
な
ど

郊
外
の
カ
ー
ブ
や
単
調
な
直
線
路
で

は
大
事
故
の
．
落
し
突
”
が
隠
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
▼

　
　
　
　
ノ
て

嬰
数
．

7
へ
蘂

、
　
＆

遵…、

7
戴
、

5
｛

、
霧
拷
密
－
、
　
　
＼

　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ド
グ
ヘ
ヘ
ヤ

，
　
　
　
7
’

．
　
　
ノ
．
〆
影
灘
猛
拝
い
点
N
　
　
鞠
ぜ

画’

　
　
　
獺
か
㌧
　
f
　
ド
ゼ
W
“
・

　
　
．
嘩
L
　
　
　
　
　
9

。
、
・

⑭
　
本
年
も
4
月
よ
り
安
塚
警
察
署
、
郡
安
全
協

会
の
ご
好
意
に
よ
り
、
松
代
町
で
免
許
更
新
事

務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
H
月
ま
で
の
問
、
毎
月
第
三
金
曜

日
に
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

4
月
1
9
日
（
金
）
に
更
新
事
務

　
手
続
き
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
8
時
3
0
分
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

◎
免
許
更
新
に
必
要
な
も
の

．
写
真
一
枚
、
免
許
証
、
収
入
証
紙
二
千
円
分
、

　
協
会
費
千
二
百
円
、
用
紙
代
三
五
〇
円

≡
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田
代
は
、
県
道
、
松
代
ー
高
柳
線

の
中
間
に
位
置
し
、
鯖
石
川
ダ
ム
の

あ
る
所
で
、
降
雪
は
、
町
で
は
一
番

に
少
な
い
の
で
あ
る
が
石
黒
、
莇
平

蓬
平
、
会
沢
川
の
各
支
流
の
合
流
地

点
で
山
谷
が
多
く
て
耕
地
に
恵
ま
れ

な
い
村
で
あ
っ
た
。

　
県
道
は
、
安
田
、
松
代
線
と
し
て

明
治
二
十
四
年
に
開
設
さ
れ
、
テ
ト

ー
馬
車
ー
人
力
車
と
、
歴
史
も
古
く

柏
崎
や
安
田
駅
か
ら
の
生
活
物
資
や

郵
便
車
な
ど
も
通
過
が
見
ら
れ
当
時

は
、
松
代
町
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
県

道
端
に
、
　
「
お
休
み
所
（
茶
屋
）
」

が
一
時
は
五
軒
も
出
来
て
華
や
か
な

時
代
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
の
初
期
ま
で
は
、
信
州
街
道

と
も
松
之
山
街
道
と
も
言
わ
れ
る
道

と
、
魚
沼
方
面
よ
り
、
清
水
ー
田
代

秋
葉
山
ー
莇
平
－
小
貫
方
面
に
、
尾

根
か
ら
屋
根
へ
と
古
道
が
あ
っ
て
、

街
道
が
交
叉
し
て
い
た
。
田
代
に
集

中
し
た
の
は
、
支
流
の
合
流
地
点
に

浅
瀬
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
松
之
山
街
道
は
主
と
し
て
、
善
光

寺
信
仰
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
、

「
湯
本
経
て
、
善
光
寺
に
至
る
」
と
、

古
い
道
標
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

仙
納
の
城
峯
地
に
登
り
、
松
代
秋
葉

山
を
通
っ
た
と
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
田
代
に
、
珍
し
い
の
は
、
貝
の
地

層
が
あ
っ
て
白
く
見
え
る
程
に
貝
が

多
く
、
鶏
に
与
え
て
い
た
位
で
、
全

国
で
も
稀
に
見
る
も
の
で
し
よ
う
。

　
こ
の
貝
の
層
は
、
裏
山
ま
で
続
い

て
い
て
、
学
説
か
ら
す
る
と
火
山
活

動
の
激
し
か
っ
た
時
代
に
、
海
底
が

隆
起
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
土
木
工
事
が
多
く
な
り
、
石
器

土
器
片
が
数
多
く
発
見
さ
れ
、
土
器

片
は
、
川
向
い
よ
り
出
土
し
た
も
の

村
の
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
、
同

じ
型
で
あ
っ
て
、
鯖
石
川
が
谷
底
に

な
ら
な
い
平
地
の
時
代
に
、
鮭
や
川

魚
、
鳥
獣
を
食
糧
に
し
て
い
た
、
先

代
人
の
生
活
の
営
み
が
あ
っ
た
所
で

あ
り
ま
す
。

　
村
の
中
央
に
十
二
神
社
が
あ
っ
て

杉
大
木
は
、
一
本
に
な
り
ま
し
た
が

大
正
年
代
ま
で
は
、
鯖
石
川
沿
い
に

は
、
柏
崎
市
宮
平
に
次
ぐ
大
木
が
多

く
あ
っ
て
、
誇
り
に
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
の
御
由

諸
書
上
帳
に
は
、
諏
訪
様
杜
地
と
共

に
、
記
載
さ
れ
て
あ
っ
て
、
宮
殿
を

建
て
た
の
が
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

○
）
と
判
明
さ
れ
ま
し
た
。
勧
請
年

代
は
不
明
で
す
の
で
、
四
百
年
を
記

念
し
て
出
身
者
の
方
々
の
御
協
力
を

得
て
、
昨
年
石
の
鳥
居
を
建
立
し
、

お
祝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
田
代
の
村
は
、
若
月
、
中
村
の
二

姓
か
ら
な
り
、
相
互
の
血
縁
は
深
く

「
上
村
」
が
中
村
姓
、
　
「
下
村
」
が

若
月
姓
と
い
う
家
並
で
あ
っ
た
。

両
菩
提
寺
の
過
去
帳
を
拝
見
し
ま
す

と
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
古
隻

良
春
居
士
（
茂
左
エ
門
父
）
を
筆
頭

に
、
三
百
年
前
後
、
宝
永
年
代
ま
で

四
十
二
名
を
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。　

天
和
の
検
地
帳
は
、
保
存
が
な
く

十
七
年
後
の
元
録
十
三
年
に
、
村
の

戸
数
十
二
戸
、
宝
暦
七
年
二
十
八
戸

明
治
九
年
、
三
十
八
戸
（
二
七
七
人
）

最
高
時
五
十
三
戸
、
現
在
三
十
戸
に

な
り
ま
し
た
。

　
村
の
経
済
を
昔
か
ら
大
き
く
支
え

た
の
は
織
物
で
あ
っ
て
、
明
治
九
年

の
記
録
に
、
縮
布
百
捨
反
、
代
価
三

百
三
十
円
、
米
一
俵
一
円
十
八
銭
の

時
代
で
一
反
一
五
〇
日
も
か
か
る
と

言
わ
れ
る
か
ら
、
当
時
の
必
死
の
努

力
が
見
ら
れ
、
織
娘
の
手
織
り
の
旗

が
現
在
で
も
神
社
に
、
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
村
の
お
い
た
ち
を
詳
し
く
書
い
て

見
ま
す
と
、
若
月
の
は
じ
ま
り
は
、

幸
庵
、
幸
内
の
兄
弟
か
ら
と
言
わ
れ

る
が
、
詳
し
く
知
る
人
も
な
く
、
菩

提
寺
を
尋
ね
る
と
、
松
代
、
松
之
山

の
若
月
姓
は
、
長
命
寺
の
壇
下
で
あ

り
、
一
連
の
関
わ
り
を
感
じ
る
の
で

あ
り
ま
す
。
住
職
の
本
山
様
か
ら
の

紹
介
で
海
老
部
落
の
郷
土
史
家
、
石

沢
さ
ん
を
訪
ね
て
見
ま
し
た
ら
「
海

老
の
若
月
か
ら
松
之
山
へ
六
部
と
し

て
出
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
と
、
田

代
の
若
月
姓
も
、
古
い
経
塚
（
五
輪

塔
）
が
建
て
て
あ
り
、
仏
道
に
関
わ

る
共
通
点
が
見
ら
れ
、
海
老
に
は
、

寺
跡
や
古
い
仏
像
が
あ
る
の
で
、
海

老
部
落
と
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
．

　
「
長
野
県
の
田
川
先
生
の
説
に
よ

る
と
」
長
野
県
に
は
、
古
く
は
若
槻

ノ
荘
、
旧
若
槻
村
が
あ
り
、
こ
の
地

に
は
、
若
槻
、
若
月
、
若
林
寺
の
姓

が
多
く
見
ら
れ
る
し
、
昔
、
越
の
国

の
蝦
夷
討
征
は
、
信
濃
か
ら
行
わ
れ

討
征
後
信
濃
か
ら
川
下
だ
り
、
山
越

え
で
移
民
が
行
わ
れ
、
信
濃
川
流
域

は
信
濃
の
人
達
で
開
発
さ
れ
て
そ
の

名
も
信
濃
川
と
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う

一
方
、
海
岸
線
や
平
場
は
、
出
雲
系

民
族
が
海
流
に
乗
っ
て
北
上
し
た
と

い
わ
れ
町
の
名
も
出
雲
崎
に
あ
り
又

出
雲
系
で
有
名
な
神
々
の
産
業
文
化

の
行
跡
も
見
ら
れ
る
の
で
こ
の
地
方
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は
、
大
ま
か
に
二
つ
の
民
族
系
統
か

ら
始
っ
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

　
中
村
に
つ
い
て
は
、
近
く
の
黒
姫

山
の
麓
、
板
畑
か
ら
見
張
り
に
当
て

ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
清
水
に
通
ず

る
通
称
、
秋
葉
山
街
道
の
通
行
を
見

張
り
入
口
に
寄
り
そ
っ
て
土
着
し
た

よ
う
だ
。
詳
し
く
知
る
人
も
な
い
が

板
畑
の
歴
史
を
見
る
と
、
南
北
朝
時

代
の
新
田
の
一
族
と
言
わ
れ
、
義
貞

戦
死
後
、
北
朝
の
足
利
（
上
杉
）
軍

に
攻
め
ら
れ
、
魚
沼
地
区
か
ら
一
族

逃
れ
て
雪
深
い
山
谷
の
地
で
最
後
の

功
勢
を
図
っ
た
が
、
勝
利
の
見
込
み

な
く
、
仁
田
万
次
郎
を
残
し
退
去
っ

た
。
万
次
郎
を
元
祖
と
さ
れ
て
お
り

法
号
は
「
天
昭
院
殿
儀
山
仁
田
大
居

9
㌧
、
　
　
　
　
、
㌦
．
〉
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

士
」
と
あ
り
、
潰
滅
の
運
命
か
ら
姓

を
か
え
て
、
新
田
を
仁
田
と
し
て
、

世
を
偲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
代
に
見
張
り
に
出
さ
れ
た
の

か
、
高
柳
町
や
大
島
村
旭
地
区
の
中

村
姓
に
も
同
様
の
説
が
あ
る
。

　
田
代
の
背
後
に
、
標
高
三
四
〇
米

の
秋
葉
山
が
在
り
、
山
頂
に
二
十
坪

位
の
削
平
地
が
あ
っ
て
、
鯖
石
郷
を

一
眺
に
す
る
所
が
あ
り
ま
す
。
峰
火

台
、
伝
え
城
と
も
言
わ
れ
る
の
で
あ

ろ
・
つ
。

　
五
十
米
下
に
は
「
の
ろ
っ
け
（
峰

火
場
）
」
と
言
う
地
名
が
あ
っ
て
、

こ
こ
に
は
南
北
三
十
米
位
の
凹
地
が

自
然
の
様
で
あ
る
が
、
人
工
を
加
え

た
所
も
見
ら
れ
、
近
く
に
は
、
緊
急
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の
時
隠
れ
場
所
に
な
っ
た
の
か
古
い

横
穴
も
あ
り
、
又
村
の
中
に
は
、
馬

場
の
沢
、
的
場
、
木
戸
口
、
陳
林
寺

山
城
に
あ
る
地
名
が
あ
る
の
で
、
大

な
り
小
な
り
の
山
城
か
ら
集
落
が
始

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
山
城
は
、
戦
略
上
に
使
用
さ
れ
た

の
だ
か
ら
歴
史
は
古
い
の
で
あ
る
が

東
頸
城
郡
の
唯
一
と
さ
れ
る
正
平
文

書
（
一
三
六
三
）
の
頃
に
は
峰
方
地

地
区
、
山
平
地
区
の
大
半
が
記
録
が

な
い
の
は
、
こ
の
地
区
は
、
南
朝
の

新
田
氏
を
支
援
し
て
い
た
頃
で
あ
ろ

・
つ
。

　
小
貫
周
辺
に
は
、
魚
沼
と
関
わ
り

あ
る
お
寺
が
二
ヶ
寺
も
一
時
留
っ
た

と
言
う
事
は
、
境
界
守
備
と
し
て
多

く
の
新
田
勢
が
結
め
て
安
塚
の
直
撃

城
の
風
間
氏
、
　
（
新
田
の
将
）
と
連

携
し
て
い
た
事
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
中
魚
沼
の
節
黒
城
下
か
ら

九
戸
の
百
姓
を
残
し
た
の
み
、
お
寺

や
民
家
が
数
百
戸
脱
走
し
た
説
と
関

係
が
あ
る
よ
う
だ
。
村
の
長
い
あ
ゆ

み
を
か
え
り
み
、
祖
先
か
ら
遺
産
と

も
言
う
べ
き
歴
史
を
発
掘
し
解
明
に

努
力
し
て
み
ま
し
た
。

　
私
達
の
時
代
を
書
き
ま
す
と
、
激

動
と
受
難
の
連
続
の
大
き
な
節
目
に

直
面
し
て
、
皆
々
様
の
御
協
力
や
、

御
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
小

さ
い
村
の
住
民
に
は
大
き
な
苦
労
が

続
き
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
八
月
に
は
区
長
他

火災後の仮設住宅

一
名
、
自
動
車
転
落
死
ー
ー
一
瞬
に

し
て
村
の
指
導
者
二
名
を
失
い
、
こ

の
悲
し
さ
も
束
の
間
、
九
月
に
は
、

村
の
三
分
の
一
を
焼
く
大
火
で
骨
を

抜
か
れ
た
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

南
風
に
あ
お
ら
れ
、
次
か
ら
次
へ
と

火
柱
を
上
げ
、
周
辺
の
杉
林
を
一
な

め
に
し
て
、
焼
け
る
時
の
火
勢
は
、

想
像
出
来
な
い
も
の
で
し
た
。

　
電
話
や
自
動
車
の
な
い
時
代
で
、

半
鐘
を
打
っ
て
、
他
村
か
ら
の
応
援

を
待
つ
状
態
で
、
鯖
石
川
か
ら
の
中

継
で
、
私
の
家
の
隣
で
火
を
喰
い
止

め
て
頂
い
た
あ
の
有
難
さ
を
、
用
水

確
保
に
対
し
、
努
力
し
て
参
り
ま
し

た
。

　
復
興
に
対
し
て
は
、
町
ご
当
局
を

は
じ
め
、
地
域
広
く
皆
々
様
方
に
温

か
な
ご
援
助
を
頂
き
弁
当
持
っ
て
手

伝
い
な
ど
、
今
で
も
頭
の
下
が
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
家
を
建
て
る
壊
す
を
数
え
る
と
、

火
災
で
十
五
軒
、
そ
の
後
十
七
軒
、

計
三
十
二
軒
の
新
築
、
移
住
や
建
替

え
で
、
古
屋
取
り
こ
わ
し
の
数
が
三

十
三
軒
と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

又
村
創
立
以
来
の
大
開
発
で
あ
っ
た
。

ダ
ム
建
設
に
は
、
土
地
を
愛
し
、
耕

地
を
持
つ
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で

あ
っ
た
住
民
に
、
開
発
す
れ
ば
命
の

綱
で
あ
る
、
田
地
を
失
う
ー
ー
反
対

す
れ
ば
開
発
、
発
展
が
な
い
と
紛
糾

が
二
ヶ
年
も
続
き
、
指
導
力
よ
り
地

権
力
の
強
さ
が
あ
り
、
結
論
に
達
す

る
に
非
常
に
困
難
が
あ
り
、
部
落
総

会
を
月
に
六
回
も
開
い
た
時
も
あ
っ

て
、
心
身
共
に
疲
れ
、
農
作
業
な
ど

手
に
つ
か
ぬ
も
の
で
し
た
。

　
決
定
調
印
す
る
や
、
転
出
が
続
出

し
淋
し
さ
を
吹
き
と
ば
す
様
に
即
く

工
事
で
、
機
械
の
豪
音
が
鳴
り
ひ
び

き
、
最
盛
期
に
は
、
建
設
会
社
十
六

社
も
入
り
、
苦
情
や
折
衝
の
日
々
で
、

住
民
達
の
、
の
ど
か
な
話
し
合
い
な

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
し
た
。

今
で
は
県
道
が
村
に
入
っ
た
事
は
、

何
よ
り
の
生
き
甲
斐
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

　
さ
て
、
私
達
田
代
を
紹
介
し
て
お

別
れ
と
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

私
共
の
深
い
事
情
を
お
許
し
頂
き
、

こ
れ
ま
で
の
多
年
に
わ
た
っ
て
皆
様

方
の
暖
か
い
ご
指
導
を
賜
り
こ
の
御

恩
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い
出
発

を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
多
幸
と

お
祈
り
申
し
上
げ
お
別
れ
と
い
た
し

ま
す
。
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三
月
六
日
、
新
潟
市
の
白
山
会
館

に
お
い
て
、
松
代
町
消
防
団
副
団
長

樋
口
堅
一
氏
に
消
防
庁
長
官
よ
り
永

年
勤
続
功
労
章
並
び
に
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
．

　
樋
口
氏
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
町

消
防
団
入
団
以
来
部
長
、
分
団
長
を

歴
任
し
、
昭
和
三
十
九
年
に
副
団
長

の
要
職
に
つ
き
、
三
十
三
年
に
わ
た

り
消
防
精
神
の
高
揚
と
防
火
思
想
の

普
及
等
消
防
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

る
事
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の

で
す
．

〃〉勺
へ
》
　
　
δ

曳
‘
，

，

弓！一陶、一 ，

ll／〆一＿

　　　　　　　　嚇　　　　　　羅

　　　曝　　圓識

　　　勤運

　　　　　　　鍵

　　　　　難

　　織　　　　　繍

簗

灘

春灘難ili躍i灘lil

讐葬リ業獣！、ll

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
．　

火
の
用
心
7
つ
の

　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

二
、
子
供
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

　
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

五
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
。

六
、
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
運
動
期
間
中
午
前
7
時
午
後
6
時

に
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

融
雪
災
害
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
〃

一
、
雪
崩

気
温
が
上
が
る
と
雪
崩
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
雪
崩
発
生
危

険
箇
所
の
通
行
等
充
分
注
意
が
必

要
で
す
。

二
、
地
滑
り

　
地
滑
り
は
三
月
か
ら
四
月
に
か
け

　
て
発
生
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り

　
ま
す
。
日
頃
か
ら
住
宅
の
周
囲
の

　
状
況
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

三
、
融
雪
出
水

　
融
雪
に
よ
り
出
水
し
や
す
い
中
小

　
河
川
沿
い
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、

常
に
水
位
を
監
視
す
る
。
ま
た
中

　
小
河
川
が
雪
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

　
子
供
等
転
落
事
故
の
な
い
よ
う
注

　
意
し
て
下
さ
い
。

四
、
そ
の
他

　
工
事
現
場
に
お
い
て
は
、
常
に
雪

　
崩
や
土
砂
崩
れ
の
発
生
が
懸
A
・
心
さ

　
れ
る
の
で
各
事
業
所
の
責
任
者
並

　
び
に
作
業
員
の
方
は
、
充
分
注
意

し
て
下
さ
い
．
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町
に
生
き
る
簡
保
資
金

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
の
保
険
料
や
掛
金
、
積
立
金

は
、
学
校
や
道
路
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
建
設
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
昭
和
5
9
年
度
に
一
億
八
千
八
百
七
〇
万
円
の
融
資

を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
民
運
動
広
場
建
設
事
業
（
総
合
体
育
館
脇
）

多
目
的
集
会
施
設
建
設
事
業
（
名
平
集
会
所
）

園
芸
作
物
集
出
荷
施
設
建
設
事
業
（
ま
つ
だ
い
農
協
出
荷
場
）

消
防
施
設
整
備
事
業
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
2
台
）

町
道
改
良
舗
装
事
業
（
六
、
六
五
八
m
松
代
・
松
之
山
線
外
n
線
）

誓

整備された　町民グランド
19’”’●’●’19’”9’0”1’●。●08”OI’“1’”5’10”’0’。’010’”巴””10’“’○’”1”一’一川’1・’一〇’0’優’II・0巳。し”’1…’”●’噌一〇’”11師0・5●”1・・”・・”昼』…，11’1”・”OIO唇1…一・一5一・1”・“・”II・・8・…1唱”・・・…II・9”…9・』“””・1・・・…”・1・・“・”・・1・・”・””1畳D”・・…1・・・・・・…』0”・”・・1””…1優1”9・・・…1．．・畳・・”』ID。・・・…91，。．・・・…1，，”・・”唱，9，．”…19，，。。．”唱，，，，”。・・1，腰，，，．．・・1腰，，，，．。．51昌，，，，，，．．1，一，，，a，．61，，，，，，一，．1，，，，，，，，蚤1，，，，一，，，，8，，，，9，，，一1，，，，，1，，，99，，，，，，，，1，，

戸
籍
の
窓
ロ

二
月
受
付
分

　
　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

室
岡
浩
二
　
父
茂
人
　
母
和
代

　
　
　
　
（
二
男
・
仙
納
・
宮
の
脇
）

佐
藤
洋
平
　
父
徹
夫
　
母
和
美

　
　
　
（
長
男
・
千
年
・
徳
左
衛
門
）

関
谷
英
美
　
父
一
秀
　
母
津
八
子

　
　
　
（
二
女
・
菅
刈
・
屋
和
田
）

柳
雅
士
父
明
男
母
昌
子

　
　
　
　
（
二
男
・
孟
地
・
紺
屋
）

齊
木
一
央
　
父
正
孝
　
母
紀
子

　
　
　
　
（
長
男
・
中
子
・
し
も
）

柳
絵
里
香
　
父
　
茂
　
母
理
恵
子

　
　
　
（
長
女
・
犬
伏
・
惣
ぜ
ん
）

鈴
木
宏
美
　
父
裕
之
　
母
八
重
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
利
乃
屋
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

室
岡
ヨ
カ
　
6
7
歳
　
松
代
　
新
宅

中
村
元
二
　
7
5
歳
　
松
代
　
中
西
屋

牧
田
弥
市
雛
歳
峠
新
宅
9

　
　
　
　
　
　
霜
鯉

　
　
　
　
　
　
擁
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　　文

芸
　　，一一■■酬一■■■

一懸、’
識講亀射

短
歌
豪
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

た
け
を
越
す
雪
下
し
つ
つ
妻
と
わ
れ

遠
住
む
子
ら
の
ひ
た
に
想
わ
る

午
後
の
雪
は
げ
し
く
な
り
ぬ
ス
コ
ッ

プ
を
に
ぎ
る
軍
手
の
指
先
冷
ゆ
る

大
屋
根
の
雪
下
し
終
え
息
つ
く
夜
テ

レ
ビ
は
ま
た
も
大
雪
つ
げ
る

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
け
ず
り
と
ら
れ
し

雪
下
に
水
音
聞
け
ば
春
は
こ
い
し
き

雪
洞
よ
り
細
き
月
見
え
雪
や
め
ば
青

く
童
話
の
世
は
ひ
ろ
が
り
ぬ

よ
う
や
く
に
も
ど
り
し
青
空
雪
原
を

生
徒
ら
声
あ
げ
ス
キ
ー
に
乗
り
ゆ
く

　
　
し
ぶ
み
句
会

寒
灯
や
直
江
津
駅
に
旅
終
わ
る

雪
し
ま
き
一
つ
部
落
を
う
ば
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

雪
お
ろ
す
人
に
声
か
け
小
路
ぬ
け

雪
割
草
冬
陽
を
追
い
て
鉢
移
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雪
の
道
確
か
め
確
か
め
棺
運
ぶ

春
近
し
渋
海
川
よ
り
霧
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

雪
晴
れ
や
嫁
い
き
い
き
と
洗
濯
す

行
き
交
い
の
人
に
明
る
さ
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ほ
た滑

加
え
炉
語
り
は
ず
む
女
た
ち

穏
や
か
な
陽
ざ
し
授
か
る
春
立
つ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

春
立
つ
も
退
院
の
日
の
定
ま
ら
ず

仮
名
文
字
の
孫
の
賀
状
が
喜
ば
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

鶏
足
山
光
輝
き
寒
あ
け
る

雪
や
け
の
顔
黒
々
と
配
達
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

ど
の
家
も
大
氷
柱
下
げ
茅
庇

水石

小
豆
が
ゆ
も
う
一
椀
と
せ
が
む
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

ア
ル
バ
ム
を
開
け
ば
温
し
春
炬
燵

雪
も
よ
い
静
寂
戻
る
留
守
居
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

晩
酌
を
断
て
ば
た
ち
ま
ち
貰
い
風
邪

風
邪
声
の
電
話
が
風
邪
を
見
舞
い
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

ど
ん
ど
の
火
北
の
畑
に
皆
落
ち
ぬ

保
育
園
に
豆
撒
く
八
十
翁
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
た
ち
ば
ん

ヘ
ラ
跡
の
裁
板
机
に
雪
便
り

ふ
と
覚
め
て
ま
た
の
吹
雪
に
寝
も
や

ら
で
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

豆
を
撒
く
七
十
翁
が
年
男

南
国
の
梅
の
便
り
を
人
づ
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
　
沙

挨
拶
の
声
も
は
ず
む
や
雪
晴
間

ニ
ン
月
や
戸
毎
の
門
の
雪
の
嵩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

新
雪
や
白
と
黒
と
の
朝
の
景
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ド
ン
ド
の
火
遠
く
で
拝
む
老
母
か
な
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

除
雪
車
の
音
の
み
あ
り
て
吹
雪
お
り
皿

春
立
ち
ぬ
漸
く
雪
の
お
さ
ま
り
て
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
柄
史
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

八
帖
間
笑
い
に
ぎ
わ
う
カ
ル
タ
会
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

立
春
の
陽
射
し
は
あ
れ
ど
雪
深
し
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
蒲
生
句
会
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

口
説
き
声
受
話
器
が
知
ら
す
雪
の
嵩
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

そ
そ
く
さ
と
足
速
め
さ
す
空
ッ
風
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
（
在
柏
市
）
紫
　
煙
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

土
工
ら
を
と
じ
込
め
い
た
り
寒
の
雨
㎜

つ
ま
づ
き
て
着
ぶ
く
れ
の
身
を
一
人
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

恥
ず
　
　
　
　
（
在
千
葉
市
）
鐵
　
堂
㎜

恋
猫
の
そ
し
ら
ぬ
貌
で
日
浴
び
お
り
…

　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

沈
丁
花
目
醒
め
し
彩
の
紅
灰
か
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山
㎜

ま
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湘
瓜
一
輪
ほ
こ
ろ
ぶ
ほ
ど
に
春
浅
し
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

春
浅
し
今
朝
も
地
ざ
く
ら
雪
の
せ
て
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
人
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

冬
陽
さ
す
暗
き
校
廊
参
観
日
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

寒
の
雨
出
稼
ぎ
夫
よ
り
長
電
話
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

襟
巻
に
膝
を
く
る
み
て
講
話
聞
く
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

雪
ど
け
や
日
ざ
し
を
ま
と
う
干
し
山
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

着
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

野
兎
の
足
跡
つ
づ
く
雪
の
果
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

幼
な
子
の
雪
ぐ
つ
の
跡
ま
た
ぎ
越
す
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

樹
形
の
い
ろ
い
ろ

崖
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
ま
す
。

の
懸
　
　
崖

断
崖
絶
壁
に
育
っ
た
樹
木
が
、

長

年
風
雪
や
な
だ
れ
の
重
圧
で
幹
や
枝

が
傷
つ
き
な
が
ら
岩
肌
に
し
が
み
つ

い
て
た
れ
下
が
っ
て
い
る
感
じ
の
姿

で
す
。
な
お
、
下
垂
し
た
樹
芯
が
鉢

の
底
ぐ
ら
い
の
も
の
を
「
半
懸
崖
」

と
い
い
、
そ
れ
以
上
に
下
垂
し
て
い

る
も
の
を
大
懸
崖
ま
た
は
ふ
つ
う
懸

　
　
根
張
り

　
片
根
張
が
ふ
つ
う
で
、

り
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

八
方
根
張

　
　
幹

　
立
ち
あ
が
り
は
斜
幹
の
よ
う
で
、

立
ち
あ
が
り
か
ら
す
ぐ
屈
曲
し
て
た

れ
下
っ
て
い
る
の
が
よ
く
、
ゆ
る
い

カ
ー
ブ
は
不
自
然
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
枝

　
ジ
ン
に
な
っ
た
枝
は
、
切
り
取
ら

ず
に
残
す
よ
う
に
す
る
と
風
格
が
で

き
ま
す
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

た
め
に
、
元
枝
や
屈
曲
部
を
お
お
う

枝
は
大
切
に
生
か
し
ま
す
。

　
　
樹
冠

　
生
命
力
が
樹
冠
に
集
中

し
て
い
る
感
じ
を
も
た
せ

る
配
慮
が
必
要
で
す
の
で
、

樹
芯
の
小
枝
は
上
向
き
に

し
ま
す
。

　
　
懸
崖
に
む
く
樹
種

　
ク
ロ
マ
ツ
、
ゴ
ヨ
ウ
マ

ツ
、
ニ
シ
キ
マ
ツ
、
エ
ゾ

マ
ツ
、
カ
エ
デ
、
ヤ
ナ
ギ
、

サ
ツ
キ
、
ベ
ニ
シ
タ
ン
等

で
す
．


